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研究成果の概要（和文）： 本研究の目的は、育児に困難を抱える親を対象にグループミーティ

ングを実施し，参加者の「社会的絆」が親と親子関係をどのように変容させるかを明らかにす

ることである。参加者は 107 名で 1 年間のミーティングの前後に質問紙が実施された。調査の

結果、育児への否定的感情、高虐待不安群の不安に有意な低下が示された。ミーティングで表

明された感情・気づきは居場所の機能と重なっていた。本研究から社会的絆の形成における居

場所感の重要性，子どもとの関係、親の変容への社会的絆の肯定的影響が示唆された。 

 

研究成果の概要（英文）： The purpose of this study is to examine the effect of parents’ group 

meetings for the parents who have difficulties with child- rearing, and to clarify how “social 

bonds” improve parent-child relationships and influence parents themselves. 107 parents 

participated in monthly meetings for one year, and they were asked to complete the 

questionnaire before the beginning of the program and after the one-year program. The 

result showed a significant decrease in negative feelings towards child-rearing after the 

one-year program. Among those who initially showed a higher degree of anxiety related to 

child abuse, the result also showed a significant decrease in anxiety related to child abuse. 

This study suggests that it is important to obtain the feelings of “Ibasho” in the group 

meetings for those parents to develop “social bonds”, and “social bonds” could have a 

positive effect on parent-child relationships and on parents themselves. 
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１．研究開始当初の背景 

子育てを通して形成される親子の絆は、そ

の後の子どもの成長と発達において人間関

係の基本となるものである。しかし従来の研

究報告（e.g.子どもの虐待防止センター, 

2004；日本小児保健協会, 2001；柏木, 2001

ほか)同様、これまでの筆者らの調査（庄司, 

2006）でも乳幼児を育児中の親の約 40%が、

子育てがつらい、虐待するかもしれないとい

う育児困難感や虐待への不安を訴えている。 

筆者らはこれらの親を対象とし、保健師と

ともに茨城県下においてグループミーティ

ングによる地域の子育て支援を３年間実施

し、その親の子育てに対する考え方や子ども

への関わり方の変容における臨床的効果を

実証してきた（庄司・杉本, 2008）。 

一方、このグループへの参加が参加者に及

ぼす影響や形成された仲間との関係がどの

ようなものか、またこれが参加者自身や子育

てに及ぼす変化や親子関係の変容の様相に

ついては、まだ明らかにされていない。 

そこで本研究は、グループによる子育て支

援によって形成される「社会的絆」が「親子

の絆」にどのような影響を及ぼし変容させる

のかを詳細に検討しようとするものである。 

社会的絆（Hirschi, 1969）は、一般に

attachment, commitment, involvement, 

belief があり、この社会的絆が非行の内的抑

止要因として考えられ、検討されてきた。近

年、この「社会的絆の理論」が再考され、発

達段階によって社会的絆の機能が変容する

ことが議論されている（那須・菅野, 2007）。

また、高木ほか(2007)による大学生を対象と

した親子関係における「絆」概念の検討によ

れば、親子関係の絆概念には絆の「心理的効

用」「専攻要因」「否定的・不安定性」「自然

発生性」が示され、絆の新たな側面が検討さ

れ、明らかにされている。 

一方、従来から行われてきた集団心理療法

の一つとも考えられているセルフヘルプグ

ループは、参加者が相互に自分を自由に安心

して表現し、それによって相互に支え合い、

日常生活への適応を支えようという目的を

もった活動である。筆者は過去５年に渡って、

地域の保健所や保健センターでの子育て支

援に関わってきた。ここで行われる子育て支

援は、主に虐待の可能性や子育てに大きな不

安を抱える乳幼児を育児中の親を対象とし

たグループミーティング（MCG: Mother and 

Child Group）である。このグループミーテ

ィングには専門家（保健師、臨床心理士）も

参加するがあくまで一参加者として親と共

に同等の立場で参加する。この活動によって

母親の変容、子育ての変化、子どもに対する

発言・態度の変化、参加者相互の関わりの変

化など、大きな臨床的な効果と変化が得られ

てきた。しかし、この活動の効果と成果につ

いて事例報告や活動の実践報告はあっても

（岩堂・松島, 2008）この集団参加の効果、

社会的絆を実証的に検討した研究はほとん

ど見られない。 

そこで本研究は、育児に困難を抱える親を

対象としたグループミーティングによる子

育て支援を通して、グループにおいて形成さ

れる成員間のつながり（社会的絆）とはどの

ようなものか、またこの社会的絆が親子の絆、

親自身にどのような影響や変容をもたらし、

親子関係をどのように・変容・回復させるの

かを明らかにすることを目的とする。なお、



本研究では、育児困難を抱えた親が子育て支

援グループに参加することによって生じる

「集団参加者間の情緒的結びつき」「参加者

の集団への所属意識」を「親子の絆（Bowlby, 

1969）」と対比させて「社会的絆」ととらえ、

この視点から社会的絆を検討する。 

 
２．研究の目的 

少子高齢化社会の中、子育ての問題、家族

の問題は我が国における大きなテーマであ

る。特に現在の学校教育の中で教師を悩ませ

ているのは子どもの問題だけでなく、さまざ

まな親への対応である。学校における子ども

の問題を親の問題や子育ての問題と切り離

して考えることはできない。 

本研究は、県内市町村で地域における乳幼

児の育児支援に取り組む関係者（保健師、臨

床心理士）との協同の下、育児に困難を抱え

る親を対象とし、専門家と母親が参加するグ

ループミーティングによる子育て支援を通

してグループにおいて形成される社会的絆

が、親子の絆、親自身にどのような影響を及

ぼし、親子関係をどのように変容・回復させ

るのかを明らかにすることを目的とする。 

これまでの筆者の調査では乳幼児を育児

中の親 400 名のうち 40%が育児困難感や虐待

への不安を訴えている(庄司, 2006)。従来の

社会的絆理論(Hirschi, 1969)は、社会的逸

脱行為の抑止要因として考えられてきた。本

研究は、育児困難を抱えた親が子育て支援グ

ループに参加することによって生じる「集団

参加者間の情緒的結びつき」「参加者の集団

への所属意識」を「親子の絆（Bowlby, 1969）」

と対比させて「社会的絆」ととらえ、この社

会的絆の積極的側面に注目し、社会的絆が親

子関係に及ぼす影響・効果を検討することを

目的とする。これを明らかにすることによっ

て、集団によって形成された社会的絆の影響、

個を育てる力を明らかにし、社会的絆を育て

るグループ支援のあり方、その意義について

考察することである。 

本研究は３年前から試験的に準備と実践

を始め、現在、地域の関係機関，専門家との

連携の下，本格的に支援を進める段階を迎え

ている。そのため、子育て支援の必要な親の

スクリーニング、MCG の実践と効果の検証を

重ね、効果をもたらす要因を明らかにするこ

とによって地域と密着した子育て支援を効

果的で持続的で、より質の高い支援に資する

ことが求められている。 

本来なら、親子関係の絆は社会的絆の形成

の基礎となり、子どもは社会化され、おとな

として道徳的、規範的な行動が身につくはず

であるが、現代社会は、個人も子育て中の親

子も社会的関係から阻害され、隔離されて孤

立した状態である。親子だけの閉鎖された関

係の中で子育てが行われていることが多い。

それが育児不安や虐待、子育て上のさまざま

な問題につながっている場合も多い。MCG に

よる子育て支援は、与えられた社会的集団の

中で形成される社会的絆が、親子の絆、親子

関係の回復と変容、新たな親子関係の形成に

寄与するとすれば、現在進められているグル

ープミーティングは社会的にも大きな意義

を持つ。また、少子化社会の中で育つ子ども

たちの成長と発達においても、ポジティブな

影響と意義をもつと考える。 

 

３．研究の方法 

対象者：参加者総数は 3年間で 107 名で，月

１回１年間ミーティングに参加し，事前事後

の調査結果が得られた 38 名（平均年齢 33.6

歳，子どもの数平均 1.31 人，平成 24 年度 13

名）のデータが分析にかけられた。 

調査内容：＜子育てに関する調査＞子育てに

関するデモグラフィック要因に関する質問、

子ども観（庄司・杉本, 2004）、育児感情（牧



野, 1985: 岩田, 2000; 庄司・杉本, 2004）、

虐待不安(庄司, 2006)、抑うつ尺度（福田・

小林, 1969）が用いられた。調査は一年間の

グループミィ―ティング期間の事前（4 月）

事後(3 月)に実施された。 

グループミーティング(MCG）の実践：地域保

健所、保健センターでＭＣＧが実施された。

ＭＣＧの目的は、「子育てや虐待の不安を訴

える親への支援、虐待予防」である。対象者

は虐待している/疑われる親、育児不安が強

い親、抑うつや発達障害等何らかの困難を抱

える親で、支援の効果が期待される親であっ

た。定期検診や電話相談などで保健師が会を

紹介し、会への参加の同意が得られた対象者

についてカンファレンスを開き参加メンバ

ー（参加者）を決定した。＜支援方法＞支援

はグループミーティング（以下会）の形式で

行われる。会は参加者が子育ての悩み、子ど

もや家族、自分自身を事由に語り合うことで

進められる。①会のメンバーは、担当保健師

2 名（司会、記録）、カウンセラー、子育て中

の親３～４名で計 6 名～8 名程度である。保

育士も子ども担当のメンバーであり会の前

後のカンファレンスに参加する。②１回の会

は月１回 90 分、１年間継続した。③会の前

後はスタッフでカンファレンスを開く。その

後会が実施された。参加者は全員同じ立場で

発言する。④また MCG では親が子育てから解

放されて自分を振り返る時間がもてるよう

親は子ども連れで参加でき、会の間は保育士

がプレイルームで子どもを預かる。プレイル

ームにはベビーベッドも用意され、保育士は

子どもの発達、プレイの様子や変化を観察し、

会終了後のカンファレンスで報告する。 

 
４．研究成果 

グループミーティングに参加した参加者

総数（3 年間）は 107 名であった。このうち、

月 1 回 90 分１年間のすべてのミーティング

に参加し，事前事後の調査結果が得られた母

親 38 名分（平均年齢 33.6 歳，子ども数平均

1.31 人，平成 24 年度は 13 名）のデータが分

析にかけられた。 

質問紙調査の主な結果は次の通りである。

(1)デモグラフィック要因の分析から、メンタ

ルヘルスについては、子どもの数が多いほど

望ましくなく、また、サポートの有無で下位

尺度に有意な差が示された。親にかかる子育

ての負担は親のメンタルヘルスに影響し、特

にサポートの有無は影響が大きいことを示

しており、従来の研究を支持する結果である。 

(2)１事業所における参加者 9 名分の事前と

事後の比較（2011, Figure 1）では、虐待不

安の中の虐待危機感(図中横軸 1)、制約感(図

中 2)に有意な低下が示され、育児感情の中の

充実感欠如の有意な低下（図中４），充実感

の増加傾向が示された(図中 3)。 

(3)参加者全員の事前事後の比較では，育児や

子どもに対する否定的感情（否定的子ども観，

育児拒否感，充実感欠如）に有意な肯定的変

化が示された。下位尺度ごとに詳細に分析し

た結果，虐待不安の中の非統制感，育児拒否

感，虐待危機感の 3 下位尺度と抑うつ尺度に

おいて事前の有意な群簡差が事後には無く

なり，事後には望ましい方向に得点が低下し

たことが示された。 

 

 



(4)抑うつを従属変数とし、他の要因を説明変

数として重回帰分析した結果、虐待不安の中

の虐待危機感が最も抑うつに影響を及ぼし

ていた。 

(5)一年間継続的に参加した親のミーティン

グでの発言内容の分析から，①安心・安全感，

②感情の発散，③子どもや育児からの解放，

④自己開示と自己の気づき・見つめなおし，

⑤仲間の存在の気づき，⑥孤独からの解放, 

⑦自己肯定感が示され，これらは居場所の機

能と重なっていた。これらの感情を経験する

参加者は，子どもとの関わりを見つめ直し，

肯定的発言や子どもとの関わりの増加，夫や

家族への感情の肯定的変化が示され，自立的

になり，他者や子育て仲間との関わりの増加

が示された。 

本研究から、グループミーティングにおけ

る居場所感が社会的絆の形成において重要

であり，社会的絆が感じられることは，親子

関係や親自身にポジティブな影響を与える

ことが示唆された。今後は特に子育てに問題

を抱えてはいない一般的親を対象の社会的

絆に関する量的研究を進め、社会的絆と子育

ての関係、社会的絆の形成を促進する子育て

支援について検討を進める必要がある。 
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